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１ 

姿
が
見
え
な
い
。

２  

意
欲
あ
る
農
家
に
対
し
て
、

振
興
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ

し
い
。

　

  

環
境
保
全
な
ど
の
事
業
予
算

を
減
額
せ
ず
に
十
分
確
保
し

て
ほ
し
い
。

　

１
と
２
に
つ
い
て
は
、
関
連
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
括
で
回
答

し
ま
す
。「
姿
が
見
え
な
い
」
と
い
う

ご
意
見
は
、
市
の
農
業
施
策
が
分
か
ら

な
い
、
あ
る
い
は
情
報
の
提
供
が
不
足

し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
意
欲
あ
る

農
家
に
対
し
て
、
振
興
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
情
報
提
供
が

不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
今
後

も
周
知
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発

表
で
「
農
業
者
自
ら
相
談
に
行
き
、
情

報
を
収
集
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
自
ら
情
報
を
収
集
し
、

詳
細
に
つ
い
て
市
に
相
談
す
る
と
い
う

姿
勢
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

環
境
保
全
な
ど
の
事
業
予
算
に
つ
い

て
は
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
予
算
自
体
は
減
額
と
な
っ
て
い
な

い
の
で
す
が
、
取
り
組
む
方
が
増
え
、

平
成
25
年
度
と
比
較
す
る
と
取
組
面
積

が
２
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
国
の
予

算
が
一
定
の
た
め
単
価
を
下
げ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
で
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
国
や
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３ 

低
利
融
資
制
度
の
充
実

　

ど
の
よ
う
な
目
的
で
融
資
を
受
け
た

い
の
か
な
ど
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
現
在
あ
る
融
資
制
度
で
も
、

目
的
ご
と
に
利
用
で
き
る
様
々
な
制
度

が
幅
広
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
窓
口

に
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
の

制
度
の
中
で
具
体
的
な
提
案
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

４  

非
主
食
用
米
に
対
し
て
産
地

づ
く
り
助
成
を
今
よ
り
上
げ

た
方
が
良
い
と
思
う
。

　

  （
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
入
が
ま

だ
高
い
→
非
主
食
用
に
移
行

す
る
よ
う
に
）

　

米
の
直
接
支
払
交
付
金
10
ア
ー
ル
当

た
り
７
，
５
０
０
円
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
予
算
を
見
る
と
、
そ
の
財
源

７
１
５
億
円
ほ
ど
が
、
ほ
場
整
備
や
新

た
に
創
設
さ
れ
る
収
入
保
険
制
度
、
多

様
な
担
い
手
の
育
成
、
そ
れ
か
ら
産
地

づ
く
り
交
付
金
（
現
‥
産
地
交
付
金
）

の
増
額
に
充
て
ら
れ
た
よ
う
な
の
で
、

増
額
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
、
産
地
交
付
金
も
恒
久
的
な
制

度
と
し
て
約
束
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
そ
れ
に
依
存
し
て
い
く
の

は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
稲
作
経
営
が
成

り
立
つ
政
策
を
進
め
る
の
は
当
然
で
す

が
、
そ
の
一
方
で
園
芸
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　当農業委員会では、去る２月25日に農業者のご意見ご要望をお聴き  し、 それを行政等につなげて地域農業振興の一助とすることを目的に
「農業者等との意見交換会」を市地域交流センターで開催しました。
　農業者から市に寄せられたご意見ご要望について、市から回答があり  ましたので、お知らせします。

市政に届けよう!　農業者の声を
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５  

農
地
が
市
を
ま
た
い
で
い
る

地
域
へ
の
対
応
を
し
っ
か
り

し
て
ほ
し
い
。
政
策
に
よ
っ

て
、
対
象
外
に
さ
れ
て
不
公

平
が
生
じ
て
い
る
。

　

地
域
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
農
地

中
間
管
理
機
構
に
農
地
を
貸
し
付
け
る

と
交
付
対
象
と
な
る
「
地
域
集
積
協
力

金
」
が
あ
り
ま
す
が
、
国
の
要
綱
上
、

交
付
対
象
地
域
は
「
同
一
市
町
村
内
の

一
定
区
域
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接

す
る
市
町
に
農
地
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
農
地
が
あ
る
区
域
で
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
成
す
る
た
め
の
話
し
合
い
が
必

要
な
の
で
、
対
象
外
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
の
は
事
実
で
す
。

　

要
望
の
あ
っ
た
地
域
か
ら
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
、
最
善
策
を
見
出
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

６  

農
家
の
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
の
助
成
制
度
を
考
え
て

ほ
し
い
。

　

非
農
家
か
ら
の
新
規
就
農
で
は
な

く
、
農
家
世
帯
の
後
継
者
に
も
何
か
し

ら
の
助
成
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
趣

旨
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
制
度

の
考
え
方
と
し
て
は
、
新
規
就
農
に
伴

い
、
新
た
な
経
営
リ
ス
ク
を
負
う
者
に

対
し
て
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

親
元
で
就
農
す
る
だ
け
の
場
合
は
、
農

地
や
機
械
・
施
設
な
ど
の
経
営
資
源
が

既
に
あ
り
、
新
た
な
投
資
が
必
要
な
い

と
い
う
考
え
方
か
ら
、
生
活
費
支
援
を

目
的
と
し
た
助
成
制
度
の
対
象
外
に
な
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

親
元
就
農
で
あ
っ
て
も
、
近
い
う
ち

に
経
営
移
譲
を
受
け
た
り
、
新
た
な
部

門
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
経
営
リ
ス
ク

を
負
う
方
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
し
、
市
の
単
独
事
業
で
小

規
模
な
投
資
に
対
す
る
新
規
補
助
事
業

も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
窓
口
に
て
相

談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　当農業委員会では、去る２月25日に農業者のご意見ご要望をお聴き  し、 それを行政等につなげて地域農業振興の一助とすることを目的に
「農業者等との意見交換会」を市地域交流センターで開催しました。
　農業者から市に寄せられたご意見ご要望について、市から回答があり  ましたので、お知らせします。

市政に届けよう!　農業者の声を
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伊勢神宮神田  お田植え奉仕に参加して伊勢神宮神田  お田植え奉仕に参加して

　

長
い
勤
め
生
活
を
無
事
終
え
た
こ
と

に
感
謝
し
、
何
か
記
念
に
残
る
奉
仕
が

で
き
れ
ば
と
探
し
て
い
た
時
、
集
落
の

先
輩
、
民
生
委
員
の
諸
先
輩
か
ら
神
宮

神
田
の
お
田
植
え
へ
の
誘
い
を
受
け

て
、
二
つ
返
事
で
参
加
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

時
は
５
月
25
日
、
場
所
は
三
重
県
伊

勢
神
宮
へ
と
相
当
な
バ
ス
の
距
離
は
あ

り
ま
す
が
、
80
歳
を
超
え
た
会
長
は
18

年
の
奉
仕
回
数
と
説
明
や
挨
拶
の
う
ま

さ
を
聞
い
て
、
若
輩
は
ま
た
ま
た
勉
強

と
努
力
の
始
ま
り
か
な
あ
と
思
い
つ
つ

手
植
え
の
や
り
方
を
思
い
浮
か
べ
ま
し

た
。

　

何
故
、
伊
勢
神
宮
な
の
か
、
そ
し
て

田
植
え
奉
仕
な
の
か
。
ル
ー
ツ
を
辿
り

紹
介
し
ま
す
。
日
本
の
稲
作
は
伊
勢
神

宮
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、

米
粒
の
大
切
さ
と
人
の
命
の
源
で
あ
る

こ
と
を
受
け
継
ぎ
、
古
式
に
の
っ
と
り

9
月
の
初
め
に
は
内
宮
を
中
心
に
1
本

1
本
手
作
業
で
稲
穂
を
抜
き
取
り
、
内

宮
・
外
宮
始
め
伊
勢
市
内
の
１
２
５
社

の
や
し
ろ
に
感
謝
を
込
め
て
奉
納
さ
れ

る
「
抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）」
が
盛

大
に
神
宮
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
10
月
中
旬
に
は
外
宮
を
主
に

当
年
の
新
穀
を
大
御
饌
（
お
お
み
け
）

と
し
て
伊
勢
の
大
御
神
（
天
照
大
神
）

に
奉
る
神
宮
の
祭
儀
と
し
て
内
宮
で
も

新
穀
を
供
進
す
る
「
神
嘗
祭
（
か
ん
な

め
さ
い
）」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

内
宮
と
は
皇
大
神
宮
を
総
称
し
、
天

照
大
神
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。

　

外
宮
は
豊
受
大
神
宮
を
総
称
し
、
豊

受
大
神
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
祭
神
に
欠
か
せ
な
い
の
が
五

穀
豊
穣
で
す
。
イ
ネ
は
伊
勢
神
宮
に
始

ま
り
実
り
の
秋
に
感
謝
す
る
行
事
が
神

宮
最
大
の
行
事
と
し
て
い
る
為
、
春
は

田
植
え
が
そ
の
地
で
必
要
な
の
で
す
。

こ
れ
が
神
田
の
お
田
植
え
、
こ
れ
を
全

国
か
ら
崇
敬
し
て
奉
仕
作
業
が
続
い
て

き
て
い
る
の
で
す
。

　

神
宮
神
田
（
内
宮
管
理
）
の
水
田
面

積
は
20
ａ
区
画
、
合
計
３
ha
は
一
つ
の

場
所
に
整
理
さ
れ
て
五
十
鈴
川
の
清
流

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

神
田
で
は
下
種
祭
（
手
播
き
）
の
の

ち
５
月
初
め
に
祭
田
に
お
い
て
早
乙
女

に
よ
る
田
植
え
祭
り
（
手
植
え
）
を
今

で
も
行
い
、
そ
の
後
に
機
械
に
よ
る
田

植
え
、
そ
し
て
奉
仕
団
に
よ
る
お
田
植

え
を
近
年
で
は
岡
山
県
、
三
重
県
、
新

潟
県
の
奉
仕
団
の
み
で
40
ａ
を
一
斉
に

約
70
人
位
で
半
日
か
け
て
手
植
え
作
業

で
行
い
ま
す
。

　

そ
の
姿
は
男
女
と
も
白
装
束
に
ス
ゲ

笠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
品
種 

イ
セ
ヒ
カ
リ
本
葉
４
枚
）

　

次
回
は
ど
う
し
て
新
潟
県
新
発
田
市

か
ら
奉
仕
に
行
く
の
か
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

髙
木
辰
夫
委
員　
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伊勢神宮神田  お田植え奉仕に参加して伊勢神宮神田  お田植え奉仕に参加して
　

農業委員会からのお知らせ

農地の下限面積についてお知らせします。

農地の売買や賃借をする場合、購入する方や借りる方の耕作面積は、50アール必要です。
（＊所有面積ではありません）
但し、地域によって20アール又は、30アールの地域があります。

　　　・旧赤谷村の地域、旧米倉村の地域　　　　　30アール
　　　・旧松塚村の地域　　　　　　　　　　　　　20アール
　　　・上記以外の地域　　　　　　　　　　　　　50アール

農地（田）の権利移動の手続きは、８月13日（月）から開始します。

〇田の売買や貸し借りを予定されている方は、農業委員会に書類を提出してください。
　�畑は、作物の権利調整がついていれば、売買や貸し借りの書類を通年で受け付けていま
す。
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1

　労災保険は、本来、労働者の業務または通勤による負傷、疾病、障害、
死亡に対して保険給付を行う制度ですが、労働者以外でも、その業務の
実情、災害の発生状況などからみて、特に労働者に準じて保護すること
が適当であると認められる一定の人については特別に任意加入を認めて
います。これが、特別加入制度です。
　農業者の場合には、次の3つの区分のいずれかに特別加入することが
できます。
　労働者以外の方が作業中に事故に遭ったとしても、労災保険に特別加
入していなければ、労災保険からの補償は行われないため、治療費の負
担や、治療中の収入減などが生活に大きな影響をもたらします。
　万が一の事故の際にも確実な補償を受けられるように、労災保険の特
別加入を積極的にご検討ください。

農業者の方も労災保険に加入できます

（1） （2） （3）

お問い合わせ先
新発田労働基準監督署  0254－27－6680

農業者のための
特別加入制度があります
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平成30年度  農業委員会活動方針並びに事業計画決定
　　平成30年度活動方針並びに事業計画について、４月27日開催の農業委員会総会で承認されました。

1　活動方針
　�　平成28年４月から新たな農業委員会制度が施行され、従来の農地法に基づく許認可業務に加え、「農地利用の
最適化」が農業委員会の「必須業務」となったところである。農地利用の最適化は、遊休農地の発生防止・解
消、担い手への農地集積、新規就農者や新規参入を促進することであり、従来からの活動である農地パトロール
による農地利用の状況把握や、農地の出し手と受け手を仲介する利用調整などを、より一層強力に進める必要が
ある。
　�　そのため、農業委員会は農業者の代表であることを踏まえ、行政や農業団体と連携を図りながら、農地利用の
最適化を最重点事項と捉え、地域の担い手が創意工夫を発揮して魅力ある経営発展ができる農業を目指すための
活動を展開する。

2　事業計画
　�　活動方針に基づいて次のとおり審議するとともに、各部会において年間活動計画を策定し、計画に基づいて活
動を展開する。

　会議の開催
　　定例総会　　　　　　月１回
　　調査委員会　　　　　月１回（定例総会前に開催）
　　役員会　　　　　　　必要に応じて
　　農業参入計画調査会　必要に応じて

　農地調整部会
　　�　農地制度の適正な執行のため、農地等の利用の最適化の推進に関する指針に基づき、遊休農地の発生防止・
解消対策や農業用施設用地の目的外使用も含めた無断転用並びに農地の適正な利用状況の監視及び指導を主体
とした活動を展開する。

　　○農地パトロール
　　　・遊休農地の現地調査及び当該農地権利者への利用意向調査の実施
　　　・無断転用地の調査及び農地権利者への個別指導の実施
　　　・新規参入者の就農状況及び課税特例農地の管理状況等の現地調査
　　○農業振興地域整備に関する法律の適正な運用
　　　・農振農用地区域内にある農業用施設の現地調査の実施

　農政推進部会
　　�　就業の場並びに多様な担い手の確保に向け、新規就農者支援や人・農地プランの推進など関係機関・団体と
連携した活動を主体に展開する。

　　○担い手、認定農業者の確保・育成
　　　・市内農業者と市及び農業関係機関・団体等との意見交換会の開催
　　○農業委員会活動の適正化及び円滑化に向けた各種研修会の開催
　　　・農業者年金研修会
　　　・農業委員会視察研修事業

　情報活動部会
　　�　農業委員会活動をはじめ、農地行政にかかる関係法令業務の適正な執行のため、各種情報の収集・提供を主
体とした活動を展開する。

　　○農業委員会広報「さわやか」の発行並びに速報性及び双方向性のある広報手段の検討
　　○女性農業者への活動支援
　　　　女性の視点で行う市農業施策との連携及び地域活性化等の活動を支援する。
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INFORMATION

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119

今回は、アグリ八幡におじゃま
しました。�（担当：湯淺生夫委員）

　

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
八
幡
は
、

平
成
三
十
年
二
月
一
日
集
落
ぐ
る
み

型
の
法
人
と
し
て
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
と
農

業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
し
ま
し
た
。

　

八
幡
集
落
は
、
圃
場
整
備
事
業
の

具
体
化
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年
か

ら
検
討
を
重
ね
、
法
人
化
を
め
ざ
し

平
成
二
十
八
年
に
任
意
組
合
ア
グ
リ

八
幡
を
設
立
、
資
材
の
共
同
購
入
や

作
業
受
委
託
を
進
め
る
と
と
も
に
法

人
化
や
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

農
地
中
間
管
理
事
業
等
を
検
討
し
つ

つ
法
人
設
立
に
至
り
ま
し
た
。　

　

構
成
員
は
二
十
名
、
理
事
六
名
で

総
務
企
画
部
、
施
設
部
、
受
託
生
産

部
の
三
部
で
運
営
し
、
本
年
の
経
営

面
積
は
三
十
二
ha
で
、「
ゆ
き
ん
子

舞
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
だ
わ
ら
」

「
い
た
だ
き
」
の
四
品
種
を
作
付
し

て
い
ま
す
。

　

設
立
間
も
な
い
法
人
で
す
が
、
ま

ず
は
水
稲
の
生
産
体
制
を
確
立
し
、

近
い
将
来
園
芸
作
物
の
取
組
を
行

い
、
集
落
と
密
着
し
た
魅
力
あ
る
農

業
経
営
体
に
発
展
し
て
行
き
た
い
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

集
落
活
性
化
に
向
け
た

法
人
の
設
立

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記
　先月、県立農業大学校へ行く機会がありま

した。言わずと知れた農業のスペシャリスト

育成学校です。そこには将来、地域の農業を

背負って立つであろう若者たちの姿がありま

した。作業着に長靴、黒く日焼けした顔から

は頼もしささえ感じるほど、何よりにぎやか

で楽しそうなのです。

　この頃は何でも挑戦できるんだなとうらや

ましい気持ちになりながら、本校の魅力を再

認識しました。

　また、ある先生によると卒業生が地元に

帰って活躍していることが一番うれしいと話

していました。

　いつの日か、本誌にも登場していただきた

いものです。 （小林 敏委員）

事務局人事異動
～よろしくお願いいたします～

局長� 海老井　修（次長から）�
参事� 伊藤　正仁（中央公民館から）�
係長� 滝沢　一彰（下水道課から）� 平成30年４月１日付

主任� 髙野　京子（人事課から）�

～お世話になりました～

局長� 菅　　一義（退職）� 平成30年３月31日付
係長� 松田　和博（農林整備課へ）� 平成30年４月 1 日付

月700円、年8,400円 消費
税込金曜日発行週刊

無料試し読みキャンペーン実施中！
詳しくは農業委員会事務局または農業委員・農地利用最適化推進委員まで。

全国農業新聞を読もう！！
最大
３ヵ月

｝
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